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1. はじめに  

近年，交通事故の発生件数は減少しているが，事故原

因として高い割合を占めているのが安全運転義務違反で

ある 1)．この違反の代表例として，携帯電話等の機器を操

作しながら運転操作を行う「ながら運転」が挙げられる．

しかし，「ながら作業」は何故注意不足を引き起こすので

あろうか．既往研究によれば，注意には容量があり，限ら

れた資源を複数の対象に分割して処理していると考えら

れている 2)．また，認知心理学の分野では，ワーキングメ

モリ（以下，WM）が大きい人は注意の制御能力が高いと

考察されている 3)．すなわち，注意資源が複数の対象に分

割されている際に，適切に注意制御されなければ，各対

象の注意容量を超過してしまい，いわゆる注意不足とい

う状況が発現すると考えられる．さらにWMには個人差

があるため，注意不足の発現にも個人差があると考えら

れる．本研究ではこの仮説の検証を試みる． 

2. 方法 

東北工業大学学生 25名（男子：18名	 女子：7名）を

被験者として 3回実験を行った．実験Aでは，ワーキン

グメモリの個人差を測定する．実験 Bでは，視覚・聴覚

タスク時の注意容量を反応時間によって把握する．その

後，「ながら作業」を追加した実験 C を行い，実験 Bと

の比較・分析をしてWMとの関係を明らかにする．ここ

で，提示した音声はすべて textalk（Ver 1.0.0.1）を用いて

作成し，それぞれの実験に対して謝金を支払った． 

(1) 実験A 

被験者に日本語版オペレーションスパンテスト

（OSPAN）4)を実施し，WMを測定した．部分加点法を採

用し，得点に応じて謝金額を決定すると教示した． 

(2) 実験B 

視覚のタスクとして図 1 のような画面上に複数の視覚

刺激を提示し，その中からあらかじめ定められた特定の

刺激（標的刺激）を見つけることを求める視覚探索課題

5)．聴覚のタスクとして同時に再生される複数の音声中に

特定の単語が含まれるかを判断する聴覚探索課題を割り

当てた．また，様々な環境の負荷状態を再現するため，視

覚探索課題では表示される視覚刺激の数（セットサイズ），

聴覚探索課題では同時に再生される単語数を増やすこと

で負荷量を増加させた．PsychoPy3.0.06)を用いて視覚・聴

覚探索課題の刺激提示プログラムを作成し，その反応時

間と判断の誤りであるエラーを計測した．視覚探索課題

は，複数の視覚刺激「C」の中に標的刺激「O」が 1つ含

まれているか否かを判断する CO課題，同様に LT課題，

それらを同時に行う視覚探索二重課題の 3 つを実施した．

判断をできるだけ早く正確に行うことで，注意資源を注

意容量の限界まで用いると仮定し，注意容量の限界を反

応時間によって評価できると考えた．そこで，謝金額は

反応時間の早さと正確性を評価して決定すると教示した． 

 
図 1	 視覚探索×文章提示問題 

(3) 実験C 

「ながら作業」は文章提示問題として漢字の読み問題，

音声提示問題として県庁所在地等の地理問題とし，それ

ぞれ口頭で解答してもらった．図 2に示したように 3種

類のマルチタスク課題を実施した．また，個々のタスク

の反応時間の和が，「ながら作業」時の反応時間となる（反

応時間加法性）と仮定し，視覚探索二重課題の反応時間

からマルチタスク課題時に想定される反応時間への補正

を行った．この補正値を用いて，被験者別に各セットサ

イズに制限時間を設定した．聴覚探索課題では，単語数

毎の反応時間に変化が見られず，マルチタスク課題時の

反応時間が想定できなかったため，制限時間を設けなか
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った．謝金額は視覚・聴覚探索課題への反応の早さと正

確性，一問一答問題の解答への正確性を評価して決定す

ると教示した． 

 
図 2	 比較・分析項目 

3. 結果 

一問一答問題への解答というタスクが追加されたこと

により，制限時間内に反応することができず，反応時間

が長くなることが予想される．本実験で比較・分析した

項目を図 2 に示す．ここで，制限時間内に反応できなか

った割合を反応不可率とする．まず，視覚探索のマルチ

タスク課題の反応不可率，反応時間とエラーについて視

覚探索課題と比較した．反応不可率は視覚探索×文章提

示問題では 12%，視覚探索×音声提示問題では 16%であ

り，両提示方法で負荷量の増加に伴った反応不可率の減

少が見られた．また，図 3 のように，反応時間は視覚探

索のマルチタスク課題の両提示方法で早くなり，視覚提

示方法では負荷量に関係なくエラー率が増加することが

示された．続いて，聴覚探索×文章提示問題の反応時間

とエラーについて聴覚探索課題と比較した．反応時間は

聴覚探索×文章提示問題が長くなり，エラー率は負荷量

別にも変化が見られなかった． OSPAN 得点と反応不可

率，反応時間，エラーを各課題で比較したが関係は見ら

れなかった． 

 

 

図 3	 視覚探索課題の反応時間とエラー率 

4. 考察 

マルチタスク課題では注意容量から視覚・聴覚タスク

の資源が溢れて減少したため，反応不可または反応時間

の遅れが生じたと推察される．一方，視覚探索のマルチ

タスク課題時の反応時間の早まりは，一問一答問題への

解答に注意資源が配分され，視覚探索課題の重要性に注

意が向かなかったために生じたと考えられる．また，容

易な一問一答問題への解答というタスクであっても，そ

のタスクに対して思考を始める際には，注意資源を多く

必要すると考えられる．そのため，制限時間が短い，小さ

い負荷量での反応不可率が高かったと推察される．つま

り，今回のようにタスクを単純化した場合でも「ながら

作業」に視覚・聴覚の注意資源が配分されてしまうため，

あらゆるマルチタスクが注意のコントロールを困難にし，

注意不足を発現させる可能性がある．これらは，運転時

の視覚・聴覚タスクと機器の操作や通話等の「ながら運

転」という状況においても同様である．運転時の少しの

機器の操作や通話等が注意資源を大きく使用し，運転に

必要である注意資源が注意容量から溢れると言えるであ

ろう．すなわち，あらゆる危険が伴う状況において，マル

チタスクは控えなければならない．今後の課題として，

今回はWMとの関係が見られなかったが，WMの測定方

法の変更を行い，比較していく必要がある．また，本研究

の成果を運転時の「ながら作業」に応用するために，ドラ

イビングシミュレータを用いた実験が必要である． 
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